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1 はじめに
テラヘルツ波を利用した高速大容量無線通信の実
現へ向け，システム受信側においてはゼロバイアス
検波素子が簡易構成の受信システム構築デバイスと
して期待されている．これまで我々はボウタイアン
テナと三重障壁共鳴トンネルダイオード (TBRTD)
を集積したゼロバイアスレクテナを提案し，検波特
性を解析してきた [1]．今回は周辺構造も含めた一
体集積型検波器の設計を行い，その検波特性につい
て時間領域における電磁界解析により検討したので
報告する．

2 解析モデル
解析に用いたレクテナは Fig.1に示す通りボウタ
イアンテナ中央部に L字型メサ形状の TBRTDを，
出力側に Interdigital型フィルタを集積した構造で
ある．TBRTDは実測結果 [2]に基づきゼロバイア
ス近傍において非対称な I-V を有する一様な媒質と
して定義した．TBRTDは InP基板上に結晶成長さ
れることを想定しているが，InPの高誘電率と高損
失性がレクテナの特性悪化要因となるのでTBRTD
周辺以外はエッチングし，代わりに低誘電率かつ厚
みを持った構造で作製可能な SU-8を配置し，最下
部の InPと SU-8の間にはリフレクタとして金属薄
膜を配置する構造とした．入射電界をアンテナ部で
はなくフィルタ部で検波することを防ぐため，フィ
ルタの上部には誘電体を積層し遮蔽板を配置して
いる．

3 解析結果
解析結果の一例を Fig.2に示す．上段はレクテナ
に入射した電界の時間波形を表しており，1THzの
正弦波キャリアを周期の 10倍の時間幅で OOK変
調したものを想定している．下段が出力電圧の時間
波形を示しており，設計形状でのベースバンド復調
可能性を示唆している．
Fig.3は同様の解析を入射電界の振幅は一定とし
て周波数を変化させて行った際に，各周波数に対し
て出力電圧の直流成分にどの程度変化が生じるかを
示している．この結果から設計形状の中心周波数が
800GHzであることとその広帯域性が明らかになり，
入射電界の波形や周波数に対するスケーリング設計
の指針を得た．

4 まとめ
TBRTD，ボウタイアンテナ，フィルタの一体集
積デバイスにOOK変調テラヘルツ波を入射した際
のベースバンド復調特性解析を行い，設計形状にお
ける復調可能性を示唆し，そのスケーリング設計指
針を得た．

Fig. 1: A schematic of integrated detector consist-
ing of a TBRTD, a bowtie antenna and an inter-
digital filter

Fig. 2: A result of time domain electromagnetic
simulation

Fig. 3: A simulated result of frequency dependence
of output DC voltage in the rectenna
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